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6 ☞　担当部課長で協議のうえ、評価してください。

□ 拡充 ■ 現行どおり □ 縮小 □ 休止・廃止
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9 最終評価（行政改革推進本部）　Ⓒ

□ ■ □ □

10

整理番号 030☞　位置付けられている計画等または該当する根拠法令及び市条例等が複数ある場合，代表的なものを１～２個記入してください。

対象

目的

決まっている終期

　事務事業の概要

位置付けられ
ている計画等

☞　予算事業全体について記入して下さい。

土曜日補習教室事業費 補助区分 国補 県補 一般会計年度まで）

常総市まち・ひと・しごと創生総合戦略 その他の計画 名称 常総市小学校土曜日補習教室の設置に関する規則市の条令・要綱・規則等

担当課評価　Ⓒ ☞　実施したことによる成果や課題を記入してください。

市単 決まっていない

　事務事業の実績　Ⓓ

100目標値%

　事務事業の基本情報

事務事業名

内容・手段

通室希望の教室に，実際に登録できた
児童の割合

担当部 担当係担当課 指導課教育委員会

常総市復興計画 市民等からの要望
じょうそう未来創生プラン前期基本計画 市長マニフェスト「常総創生への道しるべ」

目標どおり
成
果

平日は火・水・木曜日に５教室（水海道小・豊岡小・絹西小・岡田小・石下小）を開室。
土曜日は２教室（市立図書館，石下総合福祉センター）を開室。
（開室時間：平日１５：３０～１８：３０　土曜日９：００～１２：００）
指導員を15名程度確保し, 各教室に２名ずつ配置する。

款

10 11

項 目

3

事業

7

予算

通室を希望する全ての児童に対し，学習の機会を提供する。

会計名

国の定める法律
国・県からの通達等

根拠法令及び
市条例等

実施計画調書 新規 拡充 縮小年度年度 事務事業評価（令和元度実施事業事後評価）シート ／ 令和３ 休止・廃止

特定財源 千円

歳出 計

指標名

事
業
内
容

計 9,383 千円

％ 目標値

9,383一般財源 千円

通室希望の教室に，実際に登
録できた児童の割合

単位

歳入

千円

特定財源

計 9,383 千円

千円

一般財源 9,383

特定財源 千円

歳入千円 一般財源 9,383

計 9,383 千円 計 9,383

計 9,383

千円

歳出

　実施計画　Ⓟ

令和２

単位目標値 100

目標
年次

年度

％

事
業
内
容

成果
指標

指標名

予
算
額

指標名

歳入

指標名

指導員の配置
●実施場所
平日（火・水・木）　水海道小,  豊岡小,  絹西小,  石下小,  岡田小
 土曜日　　　　　　　市立図書館　　石下総合福祉センター

●実施時間
平日　（火・水・木）１５：３０～１８：３０
土曜日　　　　　　　　 ９：３０～11：3０

●指導員
教職経験者　１５名　　（１５００円/時）
・報酬　8424千円
・旅費　665千円
●保険料
年間保険料　600円（放課後子どもプラン） ×115名　＝　69,000円

その他　学習消耗品及び燃料費　225千円

指導員の配置
●実施場所
平日（火・水・木）：水海道小,  豊岡小,  絹西小,  石下小,
岡田小
土曜日：　水海道図書館　　石下総合福祉センター
●実施時間
平日　（火・水・木）１５：３０～１９：３０
土曜日　　　　　　　　 ９：００～１３：００
●指導員
教職経験者　１６名　　（2000円/時）

その他　学習消耗品及び燃料費

※保険料　800円（放課後子どもプラン）は別途　保護者負
担

指導員の配置
●実施場所
平日（火・水・木）：水海道小,  豊岡小,  石下小,  岡田小
土曜日：　水海道図書館　　石下総合福祉センター
●実施時間
平日　（火・水・木）１５：３０～１９：３０
土曜日　　　　　　　　 ９：００～１３：００
●指導員
教職経験者　１６名　　（2000円/時）

その他　学習消耗品及び燃料費

※保険料　800円（放課後子どもプラン）は別途　保護者負
担

今年度（令和元年度）前年度（平成30年度）

２年間の主な事業内容（実績）

令和４年度

単位 ％
通室希望の教室に，実際に登
録できた児童の割合

通室希望の教室に，実際に登
録できた児童の割合

令和元年度 59567

円

令和２

指導員の配置
●実施場所
平日（火・水・木）　水海道小,  豊岡小,  絹西小,  石下小,  岡田小
 土曜日　　　　　　　市立図書館　　石下総合福祉センター

●実施時間
平日　（火・水・木）１５：３０～１８：３０
土曜日　　　　　　　　 ９：３０～11：3０

●指導員
教職経験者　１５名　　（１５００円/時）
・報酬　8424千円
・旅費　665千円
●保険料　　※Ｒ２年度から公費として歳入・歳出扱い
　年間保険料　600円（放課後子どもプラン） ×115名　＝　69,000円

その他　学習消耗品及び燃料費　225千円

市内小学校第４学年から第６学年までの児童

家庭学習の習慣が身に付き，自主的に学ぼうとする児童が増える。
児童や保護者が家庭学習について相談できる。

　事務事業の主たる成果指標 ☞　数値目標の設定が困難な場合は，文言目標でも結構です。なお，設定が困難な事業は空欄とし，設定できない理由を分かりやすく・具体的に記入してください。

評
価
理
由

本市において「常総ほっとサタデー教室」は，経験豊かな指導員が児童や
保護者に親身に対応することによって，家庭学習や学習態度に効果が見
られ，不安を取り除くことにも貢献していることから，今後も継続事業とす
る。

指導員の配置
●実施場所
平日（火・水・木）　水海道小,  豊岡小,  絹西小,  石下小,  岡田小
 土曜日　　　　　　　市立図書館　　石下総合福祉センター

●実施時間
平日　（火・水・木）１５：３０～１８：３０
土曜日　　　　　　　　 ９：３０～11：3０

●指導員
教職経験者　１５名　　（１５００円/時）
・報酬　8424千円
・旅費　665千円
●保険料
年間保険料　600円（放課後子どもプラン） ×115名　＝　69,000円

その他　学習消耗品及び燃料費　225千円

事務事業の方向性
拡充 現行どおり 縮小

☞　実施計画のみ作成する場合も記入してください。事務事業の改善点と理由　Ⓐ　

現状維持

年度

千円 歳出

100

休止・廃止

千円9,383

単位
指標及び目標値設定の考え方

（または設定できない理由）

成
果
内
容
分
析

　教員経験が豊かな指導員の支援のもと，落ち着いて自主学習に取り組
むことができる学習環境を提供することで，保護者や児童が家庭学習で
感じていた不安や不満の解消に大いに役立っている。利用者や保護者か
らも「集中力がつき，学習意欲が高まった」と好評である。児童クラブ（学
童）と併用している児童もおり，「学習はほっとサタデーで」と目的意識を
もって利用している。

課
題

２学期末に利用状況を確認したところ，開室時間（4時間）の後半部の利
用が少なく，３学期は一部の教室・曜日で開室時間を短縮した。令和２年
度からは開室時間を４時間から３時間に変更し，これまで前半・後半に分
けていた時間枠は廃止する。児童クラブとの併用における留意点（利用の
順番や移動時のきまり等）について，こども課と連携・共有し，指導員と利
用者への周知を徹底する。空き教室がない学校で特別教室を使用する
際，環境整備の工夫が必要である。

円

100

担当部長評価のとおりでよい。
本事業は，本市の家庭学習支援の主軸であり，今後も児童の学習力向上のため，環境整備
等，事業の充実を図られたい。また，将来的には放課後子ども教室，児童クラブ，ほっとサタ
デーと連携協力し，一体化も図るべきである。

事務事業の方向性

評
価
理
由

児童や保護者からの学習支援の要望は多く，本市において「常総ほっと
サタデー教室」は家庭学習支援の主軸となっている。児童や保護者が気
軽に学習相談できる機会でもあり，経験豊富な指導員が親身に対応する
ことで，自主学習の基盤を支え，結果的に学校の学級担任の負担軽減に
もつながっている。今後も児童の学習力向上のため，環境整備等，事業
の充実を図るものとする。

行政改革懇談会（市民）の意見

担当部長評価　Ⓒ

令和２年度 令和３年度

目標値

特定財源

一般財源

目標に対する実績値

（住民一人あたりの行政コスト）

決算額
内
訳

特定財源

円

10,580,511 円 10,580,511

9,927,400

164（住民一人あたりの行政コスト）

目標に対する実績値

100

178

円

円

%

☞　今後3年間について，何を・どの程度実施していくか具体的に記入してください。なお，予算額の『歳出の計』と『歳入の計』は一致させてください。

特定財源

円 一般財源

（住民一人あたりの行政コスト）

決算額
内
訳

目標に対する実績値

一般財源

11,195,459

決算額
内
訳

11,195,459

100

187

円

円

%

平成29年度 60461

平成30年度 59995

円

円

%

円

100

9,927,400


